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一
般
会
計

　
新
年
度
予
算
の
審
議
に
当
り
、
町

長
よ
リ
「
経
済
不
安
定
の
中
で
も
あ

る
が
、
積
極
投
資
的
予
算
を
組
み
、

景
気
回
復
に
勢
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
と
し
、
公
共
事
業
関
連
投
資
と
し

て
多
年
懸
案
の
事
業
計
画
も
執
行
」

て
行
く
考
え
で
、
　
一
憶
六
千
四
百
七

十
九
万
六
干
円
計
上
、
反
面
、
経
常

経
費
の
節
約
に
も
力
を
入
れ
、
健
金

財
政
の
運
営
を
し
て
行
く
所
存
で
あ

１
］
ま
す
岨
Ｌ
と
の
所
信
表
明
が
あ
り

昭
和
五
十
三
年
度
予
算
概
要
の
説
明

が
あ
り
ま
Ｌ
た
目

一
、
飲
用
水
竈
保
工
■
の
■
先
竈
珊

一
一
、
町
む
、
‘
む
の
ｏ
ｏ
仙
底

里
、
籔
青
”
竈
カ
殴
及
■
讐
の
充
簑

四
、
町
貝
生
括
の
成
立
つ
た
め
の
膚

　
　
＾
の
邊
臭
対
簑

　
こ
の
四
つ
の
柱
を
軸
と
し
て
各
事

業
、
ま
た
町
民
の
各
層
よ
り
の
要
望

も
実
現
す
ぺ
き
予
算
と
し
、
公
共
投

資
的
事
業
費
一
億
六
千
四
百
七
十
九

万
円
、
行
政
経
費
三
億
一
千
三

百
六
十
八
万
九
千
円
、
そ
の
他
経
費

五
千
二
百
六
十
三
万
九
千
円
、
　
「
イ

ツ
…
テ
モ
イ
イ
７
シ
」
の
一
般
会
計

予
算
と
な
り
ま
Ｌ
た
。

　
歳
入
歳
出
の
内
容
の
中
で
四
つ
の

柱
の
概
要
を
申
Ｌ
上
げ
ま
す
出

☆
歳
入
の
慨
要

町
税
は
前
年
度
の
実
繊
に
よ
リ
十
六

％
見
込
み
七
千
二
百
七
十
万
一
千
円
■

．
国
税
三
税
＾
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
〕

の
三
十
二
％
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
十
一
％

の
伸
・
ぴ
で
二
億
六
千
万
円
で
す
坦
道

路
財
源
と
Ｌ
て
交
付
さ
れ
る
地
方
譲

与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
は
、

七
百
七
万
五
千
円
、
保
育
所
の
保
育

財
源
は
、
保
護
者
負
担
金
一
千
一
百

四
十
八
万
四
千
円
、
国
及
ぴ
県
か
ら

の
負
担
金
と
し
て
二
千
一
百
三
万
七

千
円
で
一
一
一
千
二
百
五
十
二
万
四
千
円

の
計
上
で
す
由

特
定
財
源
で
ほ
、
町
営
住
宅
建
設
事

業
費
と
し
て
国
か
ら
二
千
一
百
二
十

万
円
、
農
道
整
備
事
業
費
県
補
助
金

一
千
六
百
六
十
五
万
円
計
上
し
、
国

県
か
ら
の
補
助
総
額
六
千
八
百
四
十

四
万
三
千
円
と
な
リ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
債
費
は
各
事
業
執
行
状

況
の
中
で
公
営
住
宅
建
設
、
産
業
会

館
建
設
及
ぴ
道
路
整
備
事
業
費
と
し

て
四
千
七
十
万
計
上
し
て
い
ま
す
坦

．
各
事
業
に
対
し
本
年
度
国
の
方
針

で
あ
り
ま
す
、
上
半
期
九
月
迄
に
は

七
十
＝
一
％
見
込
め
る
よ
う
努
力
し
、

早
期
実
施
を
図
１
〕
ま
す
。

　
そ
の
他
、
財
産
収
入
、
繰
入
、
繰

越
金
等
を
入
れ
て
、
歳
入
総
額
五
億

三
千
一
百
十
二
万
四
千
円
と
な
り
ま

す
由

☆
歳
出
の
概
要

　
Ｈ
の
具
体
的
事
業
と
し
て
生
活
の

基
本
で
あ
る
飲
用
水
確
保
工
事
を
優

先
し
、
そ
の
実
現
を
期
し
て
簡
易
水

道
特
別
会
計
予
算
に
そ
の
事
業
費
と

し
一
億
一
千
五
百
七
十
五
万
八
千
円

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
由
説
明
は
別

掲
し
て
お
り
ま
す
由

　
次
に
生
活
環
境
整
備
に
つ
い
て
は

住
宅
環
境
の
充
実
で
、
下
暮
地
入
田

地
区
に
当
町
初
め
て
の
事
業
で
あ
る

町
営
住
宅
建
設
に
約
四
千
万
円
を
計

上
し
、
着
工
致
し
ま
す
。
簡
易
耐
火

構
造
二
階
建
＾
鉄
筋
コ
ン
ク
｝
－
ト

プ
ロ
ッ
ク
〕
六
〇
耐
（
一
戸
当
リ
〕

程
と
な
り
ま
す
、
本
年
度
は
、
六
戸

建
築
し
、
需
用
灯
動
向
に
よ
り
遂
年

計
画
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
生
活

の
安
定
と
安
全
の
確
保
で
消
防
施
設

整
備
で
防
火
水
そ
う
も
本
年
一
一
基
着

工
Ｌ
、
全
部
で
十
一
基
に
な
り
ま
す
。

上
町
と
下
暮
地
に
４
０
耐
の
施
設
を
築

造
致
Ｌ
ま
す
昌
な
お
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
へ
一
千
三
十
万
円
繰
出
を
し

き
れ
い
な
水
の
給
水
を
計
っ
て
い
き

ま
す
由

ま
た
、
し
尿
、
ゴ
ミ
処
理
費
と
し
て

一
千
七
百
八
万
四
千
円
計
上
し
、
生

活
環
境
の
充
実
を
計
リ
ま
す
。

　
福
祉
予
算
は
、
八
千
二
百
八
十
五

万
三
千
円
の
総
額
と
な
り
ま
す
。

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
福
祉

の
メ
ッ
カ
で
も
あ
リ
ま
す
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ

の
運
営
に
つ
い
て
本
年
度
よ
１
〕
軌
道

に
の
リ
ま
す
が
、
そ
の
経
費
と
し
て

八
百
六
十
万
八
千
円
計
上
し
、
住
民

全
員
の
方
の
ご
利
用
を
お
願
い
ｔ
ま

す
。
な
お
、
敬
老
会
を
本
年
実
施
す

る
考
え
で
そ
の
予
算
も
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
老
人
福
祉
と
し
て
、
老
人
医
療
助

成
費
七
百
二
十
万
一
千
円
で
す
由

児
童
福
祉
の
一
環
で
あ
る
保
育
所
運

営
費
と
し
て
四
千
二
十
六
万
四
千
円

児
童
手
当
も
一
千
二
百
六
十
万
円
、

な
お
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
全
館
と
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
児
童
会
館
も
利
用
願
い
ま
す
目

　
○
町
遺
、
農
道
の
整
備
徽
底
と
し

　
て
、
道
路
新
設
改
良
事
業
費
二
干

四
百
九
十
万
円
、
内
容
と
し
て
は
、

都
町
二
号
線
拡
巾
改
良
工
事
、
三
ツ

峠
線
拡
巾
工
事
、
犬
橋
里
道
舗
装
工

事
、
長
得
院
里
道
舗
装
工
事
、
忠
魂

碑
参
道
工
事
等
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
町
道
整
備
予
算
も
計
上
し
、
Ｈ
の

快
適
な
生
活
環
境
充
実
と
と
も
に
事

■
茉
刀
実
施
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
農

村
総
合
整
備
及
ぴ
農
道
整
備
事
業
帯

も
計
上
、
な
お
、
農
業
用
水
路
事
業

批
等
も
入
れ
、
三
千
八
百
五
万
円
計

上
、
内
訳
で
は
．
尾
尻
農
道
改
良
工

事
、
小
沼
農
道
舗
装
工
事
、
松
久
保
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農
道
改
良
工
事
、
郷
土
農
道
改
修
工

事
、
穴
口
用
水
路
、
滝
入
水
路
、
尾

尻
用
水
路
等
の
改
良
工
事
で
す
、
ま

た
、
町
道
、
農
道
、
用
水
路
等
の
維

持
補
修
費
と
も
入
れ
、
総
額
計
上
額

一
億
一
一
一
百
八
十
三
万
四
千
円
で
す
、

　
目
教
育
関
連
施
設
及
ぴ
運
営
の
充

　
実
と
し
て
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
一
社
会
体
育
等
と
Ｌ
て
五
千
七
百

二
十
二
万
五
千
円
の
施
設
及
ぴ
充
実

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
米
飯
給
食
施
設
改
善
を

行
な
い
、
給
食
運
営
の
向
上
を
図
り

ま
す
、
．
小
学
校
プ
ー
ル
も
補
修
の
必

要
が
生
じ
ま
し
た
の
で
．
プ
ー
ル
開

き
迄
に
は
補
修
を
し
て
い
き
ま
す
、

小
中
学
校
に
火
災
報
知
機
末
設
置
が

あ
り
ま
す
の
で
、
防
火
対
策
に
も
取

り
紺
み
ま
す
。
教
材
賀
の
充
実
に
も

予
算
配
慮
を
Ｌ
て
あ
１
」
ま
す
坦
杜
会

体
育
、
社
会
教
育
に
も
力
を
人
れ
、

小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
，
ま

た
、
呂
…
リ
カ
メ
ラ
に
西
桟
町
の
街

並
み
を
写
Ｌ
、
後
世
に
残
し
て
い
く

事
業
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
土そ

の
他
、
文
化
活
動
助
成

費
と
し
て
一
」
一
十
万
円
も
予

算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
固
町
民
生
活
の
成
リ
立

　
つ
た
め
の
産
業
振
典
対

策
と
し
て
、
本
年
度
は
、

産
業
会
館
、
商
工
会
館
及

ぴ
中
小
企
業
振
興
対
策
費

を
計
上
し
、
一
一
一
千
九
百
四

十
四
万
一
一
千
円
セ
な
り
ま

●凸■
咀． “１＋酉

！． ‘盟
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　　　　　　　蜆 ．６咀
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朗． ｏ咄干円

咀． 咄
１ｏ ．咄

す
。
産
業
会
館
と
商
工
会
館
の
建
設

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

が
計
画
で
は
、
一
階
を
商
工
会
館
、

二
階
を
産
業
会
館
と
し
、
現
布
あ
る

商
工
会
を
取
り
こ
わ
Ｌ
、
そ
こ
へ
建

築
致
Ｌ
ま
す
昔
建
築
延
面
積
約
四
百

四
十
九
耐
と
な
１
〕
、

い
て
は
、
町
で
は

一
千
万
円
の
補
助

金
を
計
上
し
て
い

ま
す
出

二
階
産
業
会
館
は

町
の
施
設
と
し
て

建
築
さ
れ
、
内
部

に
は
事
務
室
、
集

会
室
、
展
示
ホ
ー

ル
を
設
け
二
百
二

十
血
の
面
械
に
な

り
ま
す
。

当
町
に
あ
る
各
業

踵
の
集
ま
り
の
本

一
階
部
分
に
つ

冊
崩

円
　
円

十
　
キ

…
曲

蘂１ヰ円

呂拮キ円

　Ｉ＋円

ｏ． 鐵
ｏ． ’｝

，． 睨
’． 咄

瓢
宵
餓

騎
轟
宇
騎
喝

昭和開年虞一岨全叶当初干口甜別ｏ曲固

仰曲十剛

■・’
，． …・■円Ｉ ．咄

語ぶ；河

拠
地
と
な
り
ま
す
よ
一
「
、
完
成
い
た

し
ま
し
た
ら
ご
利
用
願
い
、
各
種
産

業
の
発
展
を
目
指
し
運
営
」
て
も
ら

い
ま
す
由
ま
た
、
観
光
地
「
一
一
一
ツ
峠
」

・
と
い
・
つ
、
」
と
で
、
　
　
パ
ン
７
レ
ッ
ト

「
に
し
か
つ
ら
」
も
発
行
し
、
観
光

由皿■ｏ且

災
○古｝岬蜆
，皿．冊肝円

“一咄
■１１１１■

阯． １，岬閂

円十
冊

邊
■

■
岨

日■宣由ｏ
凹． Ｉ』ヰロ

１１ ．砒

蜆咀

■ヨ ．冊

面
で
も
活
力
あ
る
地
場
産
業
の
展
開

も
繰
り
広
げ
て
い
き
ま
す
。

町
の
産
業
で
あ
る
織
物
業
が
構
造
的

不
況
下
に
あ
１
〕
ま
す
の
で
、
国
の
工

業
樽
配
置
地
区
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
の
で
そ
の
対
策
と
併
せ
農
業
の
見

直
Ｌ
に
も
力
を
入
れ
た
施
策
を
考
え

て
お
１
〕
ま
す
岨

　
以
上
が
歳
入
歳
出
の
概
要
で
す
が

先
に
述
ぺ
た
よ
う
に
横
極
投
資
的
予

算
と
な
り
ま
し
た
が
反
面
厳
Ｌ
い
歳
入

状
況
で
す
が
川
民
の
快
適
な
環
境
を

つ
く
り
、
コ
…
ユ
一
＝
ア
イ
の
あ
る
地

域
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
子
算
計
上

を
行
い
、
よ
り
よ
い
行
政
を
す
す
め

て

い

き
ま
す
喧

国
保
特
別
会
計

　
昭
和
五
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
億
三
百
八
十
一
万
八
千
円
と

昨
年
当
初
に
比
し
て
二
百
一
一
一
十
六

万
四
千
円
増
加
し
ま
し
た
曲
ま
た
、

昭
和
五
十
三
年
二
月
一
目
よ
リ
医
療

費
が
平
均
九
・
六
％
の
値
上
げ
、
自

然
増
十
二
％
と
な
リ
今
年
の
医
療
費

ら
れ
ま
す
土

こ
れ
に
対
し
国
保
税
の
ア
ソ
ブ
率
は

六
％
－
十
％
ぐ
ら
い
の
伸
ぴ
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

蠣入　　　　　　　　ｏ出

科　目 金働刊 ％ 科　目 金漁 手円１ 究

擦腎嚢 蝸、 醐 珊、 舶 患語， ７， 胴 ‘、 蜆

国竈主出壷 阯捌 融． 田 保陰珀付， 咀，嚇 卯． 岨

艘入金 ｍ ｏ． ” 子偏臼 里， ５ｍ 里． ’１

倶饅金 ５．ｍ ’、 肥 モの他碗
　　　由 卿 ｏ． 囲

モ切他的
　　　入 棚 ｏ． 蛆

崖入合計 ｍ』１昌 ｍ． ｏｏ 註出合計 ｍ， 昌咀 ｌｏ ．ｍ

簡
水
特
別
会
計

簡
易
水
道
も
町
営
二
年
目
と
な
リ

維
持
補
修
、
部
分
的
改
良
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
建
設
後
二
十
六
、
七

年
を
経
過
し
各
種
障
害
も
発
生
Ｌ
、

老
朽
化
も
目
立
『
て
き
て
い
ま
す
。

衛
生
的
な
水
道
水
を
安
定
供
給
し
、

ひ
い
て
は
、
西
桂
簡
水
、
倉
見
、
下

幕
地
簡
水
を
一
体
と
し
た
供
給
体
制

を
と
る
た
め
の
根
本
的
改
良
の
第
一

歩
と
し
て
、
本
年
度
は
西
桂
簡
水
の

水
源
地
改
良
、
高
区
用
配
水
池
の
新

設
．
既
設
低
区
用
配
水
池
の
増
設
等

を
計
画
し
て
お
り
、
予
算
額
も
一
億

一
千
五
百
七
十
五
万
八
千
円
（
内
改

良
事
業
費
一
憶
六
百
七
十
七
万
円
〕

と
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
改
良
費
の
財
源
と
し
て
、
演

習
場
を
源
と
す
る
桂
川
関
連
の
障
害

防
止
事
業
の
一
環
と
し
て
約
六
六
％

の
国
よ
り
の
補
助
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
曲

口入　　　　　　　　竈出

科　目 金働刊１ 究 科　目 金楓千円１ 兜

ぴｏ咀金 ｍ ０． 舘 水道管酬 ’，醐
宙、 蜆

使用　及
手甜叫

！！ 馴 ７． 曲 ・糊瀞臼 ，，側 ヨ． ｍ

国軍ま出金 冊一 ５阯 冊、 冊
｛一，■〕

１苗艮■ ｍ， 一刊 蜆伽

○入金 １ｏ ，ｍ 畠． 則 子棺， １，ｍ ｏ． 帥’

艘超金 １，舳 １． 岨

町　　伯 蛆， 仙０ 望５ ．珊

諾収入 訓 皿． 咀

唐入合計 １咀，冊 ｍ．ｍ 古出合計 ｌ１５ ．咽 ｍ． ｍ
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広靱西桂

議
会

だ

よ

，・

　
新
年
度
の
町
の
施
策
施
政
を
決
定

す
る
一
一
一
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十

日
に
開
会
さ
れ
、
昭
和
五
十
三
年
度

当
初
予
算
を
含
む
、
予
算
案
六
件
、

条
例
案
十
五
件
、
人
箏
案
件
二
件
、

の
合
せ
て
二
十
一
一
一
件
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
リ
可
決
致
Ｌ
ま
し

た
圭
又
、
二
十
八
日
に
は
一
般
質
問

も
行
な
わ
れ
て
閉
会
と
な
リ
ま
し
た
。

　
子
算
案
六
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
二
年
慶
補
正
予
算
三
件
と
昭
和

五
十
三
年
度
予
虹
三
件
で
す
。

　
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
．
一
般
会

計
予
算
二
件
で
、
最
終
子
算
額
六
億

五
千
九
百
五
十
万
八
千
円
と
な
り
ま

す
止

千
三
百
五
十
三
万
円
、
財
政
収
入
四

百
八
十
二
万
円
、
繰
越
金
二
百
万
七

千
円
等
を
追
加
致
し
ま
Ｌ
た
畠

　
歳
出
面
で
み
ま
す
と
、
禎
立
金
へ

六
千
八
百
六
十
八
万
五
千
円
で
す
。

内
訳
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
百
三
十

万
、
公
共
施
設
建
設
基
金
三
千
七
百

三
十
八
万
五
干
円
、
地
方
債
償
還
基

金
三
千
万
円
追
加
Ｌ
て
い
ま
す
、

　
最
終
歳
入
歳
出
補
正
額
は
、
六
千

八
百
十
万
四
干
円
で
す
目

　
条
例
関
係
を
み
て
み
ま
す
と
、
十

五
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

・
「
ち
新
た
に
制
定
さ
れ
た
も
の
が
三

条
例
、
一
部
改
正
が
十
一
、
既
存
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
が
一
で
し
た
。

　
新
た
に
制
定
さ
れ
た
条
例
は
、
西

桂
町
Ｙ
」
Ｏ
会
館
の
設
置
及
ぴ
管
理

に
関
す
る
条
例
、
水
道
量
水
器
購
入

基
金
の
設
置
、
管
理
及
ぴ
処
分
に
関

す
る
条
例
、
地
方
債
償
還
基
金
の
設

霞
、
管
理
及
ぴ
処
分
に
関
す
る
条
例

で
す
坦

　
人
事
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
収
入
役
の

損
田
忠
男
氏
　
の
後
任
に
小
佐
野
景

尊
氏
　
が
選
任
の
同
意
を
得
て
就
任

さ
れ
ま
し
た
．

　
教
育
委
員
、
教
育
長
の
渡
辺
逸
造

の
氏
の
後
任
に
権
守
肇
氏
　
が
任
命
．

の
同
意
を
得
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
出

　
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一一町

月
定

　
藏

会例

　
収
入
役
　
小
佐
野
景
尊
氏
の
経
歴

生
年
月
目
　
犬
正
衙
年
－
月
６
日
生

昭
和
別
年
　
町
職
員
に
就
職

　
〃
　
　
西
桂
村
農
地
委
貝
会
書

　
　
　
　
記
（
農
地
改
革
時
〕

昭
和
肪
年
－
３
０
年
　
財
務
係
＾
地
方

　
　
　
　
税
法
改
法
時
一

昭
和
皿
年
－
拠
年
　
庶
務
係
識
会
事

　
　
　
務
局
担
当
＾
町
村
合
併
時
〕

昭
和
朋
年
　
庶
務
主
任

昭
和
鎚
年
　
総
務
課
長

昭
和
脱
年

昭
和
鎚
年

定
時
一

　
税
務
主
任

　
税
務
住
民
課
長
＾
税
務

住
民
、
衛
生
、
福
祉
等
住

民
サ
ｉ
ビ
ス
業
務
に
従
事
）

　
　
　
　
　
　
　
肇

　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
育

　
　
　
　
　
教
守

　
　
　
　
　
　
　
権

振
異

駅

に
行
な
わ
れ
た
、
川
凌
い
。
に
お
い

て
は
、
町
民
各
位
の
御
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
川
も
き
れ
い
な
「

生
活
の
川
」
と
し
て
よ
み
が
え
リ
ま

し
た
由
せ
っ
か
く
き
れ
い
に
な
っ
た

川
ｒ
す
の
で
、
ゴ
…
や
汚
物
を
投
棄

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん

一
人
一
人
が
注
意
し
ま
し
ユ
う
。

本
年
度
の
公
共
土
木
、
農
業
土
木
が

ス
タ
ー
ト
し
次
の
工
事
を
落
札
契
約

し
ま
し
た
。

公
共
土
木
工
■

都
町
二
号
線
拡
巾
工
事

　
延
長
　
一
七
〇
ｍ

　
巾
員
　
五
米

十工
一期

　
四
月
二
十
六
日
か
ら
七
月
三

日
ま
で

公
共
用
地
肚
ｏ
成
工
口

石
横
面
横
　
九
九
耐

工
期
　
四
月
二
十
六
日
か
・
ｂ
六
月
三

十
日
ま
で

謂
負
業
者
　
西
倉
建
設
有
限
会
社

　
中
学
校
体
育
館
北
側
石
揃
工
事

　
石
積
面
積
．
　
一
〇
〇
血

工
期
　
四
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で

請
負
業
者
　
岳
麓
土
建
株
式
会
社

　
ｏ
■
土
木
　
四
月
八
８
契
約
．

　
穴
□
水
路
外
一
件
（
倉
見
地
区
〕

　
エ
期
　
四
月
三
十
日
ま
で

．
請
負
業
者
　
西
倉
建
設
有
限
会
社

　
小
沼
用
水
大
門
町
水
門
改
良
工
事

　
工
期
　
四
月
十
六
目
ま
で

請
負
業
者
撞
土
木
工
業
株
式
会
社

納
税
貯
吝
組
合
へ
の

　
　
　
加
入
に
つ
い
て

　
町
内
の
納
税
貯
蓄
組
合
へ
の
加
入

率
は
、
肪
％
ぐ
ら
い
で
す
が
、
ま
だ

加
入
し
て
い
な
い
人
又
は
新
し
く
町

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
最
寄
の
納
税

貯
蓄
組
合
に
加
入
し
、
納
税
面
で
の

特
典
を
お
受
け
し
て
下
さ
い
、

　
尚
、
加
入
方
法
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
役
場
税
務
課
へ
連
絡
し

て
下
さ
い
＾
個
二
二
二
番
税
務
係
〕

西
桂
町
讐
察
官
駐
在
所
に

　
望
月
幹
夫
巡
査
が
”
任今

ま

に
異
動
に
な
リ
ま
Ｌ
た
。
そ
し
て
、

新
し
く
、
西
桂
町
駐
在
所
勤
務
に
な

り
ま
Ｌ
た
巡
査
は
、
南
甲
府
署
交
通

課
に
勤
務
し
て
い
た
、
望
月
幹
夫
巡

査
で
す
士
西
桂
町
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
由
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ザ…舳舳川舳舳舳杣舳舳＾＾杣「
役場職員の移動を行ない 、。腔呈全…竺喫削 １！１新体制１整１１！１ 一

（係長兼）川村　龍雄　渡辺　米子　滝口　武司

　　　渡辺　清吾　勝俣　宗明

郷田　盛直

町．

長

小
山

清

税務住民課

課長
　松島　達識
主査
　新田　忠夫

税　務　係　（係長）渡辺英明重田一太郎藤江栄一（臨）

住　民　係　（係長兼〕新田　忠夫

厚　生　係

上小沢律子　前粗　宗重

渡辺　　隆　菅谷　久子
棚田　知子（保健婦）

奈良　　証　岩田　悦男（新〕

保　育　所主任保母志村　雄子　小沢　勝代　永井　信子

所長
川村　俊夫

　　　勝俣　道子　佐藤　敏美　中野　文子
　　　小石川なお美　関戸みゆき（新）
調理婦　堀江　久代　井上たわ子
業務員　堀江　成和

振　　具　　課

課長
　前田已智男
主査
　乙顔光俊

企画産業係 （係長兼）乙顔　光俊　渡部　真澄　堀内　違也

大石　秀子

村上直美

建　　設　係　く係　長〕渡邊富士雄　塩谷　正彦　森鴫董次朗（臨〕

収　　入　役 小佑野景尊出納室 渡辺　裕代

Ｙ　 Ｌ　 Ｏ会館 館長（町長）小山

教育委貝会
教　　育　　長

清二　　館長事務代行者く兼）権守

権守　　肇　　　（主査）岩田　悌司　鈴木　玄勝

肇　小佐野保子く児責厚生貝〕

　」ｌ１村幸雄（管理人〕

学校給食七ンター

調理貝　郷田　英子　石原登美子　勝俣千寿子　萱沼いずみ
学校用務貝　小学校 ・官下　政男　中学校 ・官下　武夫

　　　　　　労Ｏ条件の向上を〃　２１旦から 『竈内労Ｏ旬” 」

　問屋や胆造業者から原材料を支給昔れ 、主に自宅で理造加工に従一して出られる家内労個者の皆さん 、５月別
目から「家内労Ｏ旬間」がはヒまリ圭す。県内には内珊などの家内労蜆者の方々が１１ ，Ｏ００人近くおりますが、こ
の方 々の工貨 、安全術生などの労螂条件の改善を図るため家内労蜆法が制定昔れてい圭す。家内労仙者のみな昔
ん、 この機全に工Ｏなどのことでトラブルをおこ昔ないよう 、単価や圭払期日などを記入Ｌ走 「家内労伽手帳」

を委託者から必ずもら一 て仕一をする上うにＬまＬよう ．また相醜Ｌたいことや 、仕事のうえで困 ｒたことがあ
口ましたら気哩に最嵜Ｏの労仙甚泊監仰暑にお尋ｈ下さい白　　　　　都曹労●讐串監丹１　正１０５５４４＠２１９５
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倉
　
見
区
長

　
　
代
理
者

柿
　
園
区
長

　
　
代
理
老

本
　
町
区
長

　
　
代
理
老

上
　
町
区
長

　
　
代
理
者

下
暮
地
区
長

　
　
代
理
考

　　副委
　　　　西
　委委員桂
〃　員　町
　員長長選
　　　　挙
志前古平管
　　　　理
村田屋井委
　　　　員
　多古弘会
　満
最喜志平

前奥古石小小」ｌ１白渡川

田秋屋田林林村井辺村

和ヂ雄　裕源信市　犬
　　　　　太
嘉三一光享郎義郎秋蔵

披
術
部
長

交
通
部
長

第
一
部
長

第
二
部
長

第
一
一
一
部
長

第
四
部
長

第
五
部
長

前富山川」■１武梶

田下崎村村藤原村田山

四吉　亀吾　治邦　恵

郎徳誠雄一勇郎夫睦光

交
通
安
全
協
会
西
桂
支
部

　
部
　
長
　
山
　
本
　
喜
　
之

副
支
部
長
　
志
　
村
　
忠
　
雄

　
〃
　
　
仲
　
野
　
正
　
治

春澄　妾
　太
海郎博造

上本柿倉 公
平
委
員
会

　
員
　
長

　
委
　
員

監
査
委
貝

民
生
委
員

見
地
区

園
地
区

町
地
区

町
地
区

下
暮
地
地
区

佐相渡

藤沢辺

渡郷前三滝希渡梅．渡定武川

田枝口代辺原辺月藤村

八政 い欣ク民と由は大
重　祢　 二　み　る
子利子弥手夫ゑ一ゑ蔵

辺田

好貫菊昌

治治平賢司

行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
岩
　
田
　
満
　
蔵

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
小
　
山
　
　
　
巌

県
政
モ
一
一
タ
ー

　
　
　
　
〃
柏
占
木
－
－
．
ヰ
・
．
・
堵

消
費
生
活
相
談
員

　　　委　＾　　　委　　　　　兼　　　　社教 　職教　　委員会育　 ＝委務員夏

　　　　教長 ”　代古
　　員長育〕　員理長員
　　　　委 〃

三山高牛小員権川渡前小

枝崎尾田山　守村辺田林

政　武　正　　大種虎金

利誠夫健敏　肇蔵美雄雄

下上本柿倉　副会
暮

地町町圃見 〃会

　　　支
〃〃ｌ１〃 部　長長
　　　長
　　　　乙森前
中古小三」■１顔鴫田
野屋野枝村
つさ　か　つき美
ねよ峰や泰や代
子子子子子子よ子

　
下
暮
地
　
新
　
田
　
弘
　
子

　
小
沼
上
　
池
　
田
　
ま
　
さ

婦
人
会
（
国
民
年
金
納
付
組
織
、

日
赤
奉
仕
団
、
愛
育
会
、
交
通
安

全
母
の
会
一

　
　
　
長
　
前
　
田
　
美
代
子

　
委
　
員
　
牛

　
　
　
　
高

　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
一
一
一

体
育
指
導
委
員

顔
　
つ
や
子

川
村
　
泰
子

三
枝
か
や
子

小
野
　
峰
子

古
屋
さ
よ
子

中
野
つ
ね
子

倉
　
見
地
区

柿
　
圃
地
区

本
　
町
地
区

上
　
町
地
区

下
暮
地
地
区

永柏滝高渡牛武

田木口尾辺田藤

久み憲義英嘉好
　や
弥子一治明’ 美徳

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
　
　
前
　
田
　
政
　
治

　
　
　
　
　
小
　
山
　
恵
光

　
　
　
　
　
牛
　
田
　
英
　
夫
一

　
小
口
融
資
審
査
委
員
会

　
委
貝
長
　
　
　
川
村
　
大
蔵

　
委
員
〔
町
議
会
商
工
委
員
長
｝

　
　
　
　
　
　
　
郷
田
　
昌
司

　
　
　
〃
　
　
．
渡
辺
■
　
賢

　
〃
（
商
工
会
長
〕
小
山
　
恵
光

　
〃
山
梨
中
央
銀
行
小
沼
支
店
長

　
国
保
運
営
協
議
会
委
員

養
一
一
熊
会
一
渡
嚢

詳
爽
塁
菱
夫

委
貝
＾
保
険
医
代
表
〕

〃
　
一
　
〃
　
一

二
被
保
険
者
代
表
〕

副会

権
守
赴
夫

小
田
切
干
秋

　
定
月
由
一

小
野
敏
太
郎

母
子
福
祉
相
談
員

　
　
　
　
　
□
　
　
寸

　
　
　
　
　
」
　
　
　
寸

身
体
障
害
者
相
談
員

　
　
　
　
　
高
　
木

精
神
薄
弱
老
相
談
貝

　
　
　
　
　
山
　
本

母
子
福
祉
会

　
　
　
長
　
小
　
沢

　
会
　
長
菅
　
谷

春
　
子

、
冒

一

貢皿

は
る
子

貞花

子枝

戦
傷
病
者
等
遺
族
援
謹
会

巌重

７き　◎
月ま西お
号し撞こ
〕て町と
に’キ体わ
掲　育ｏ
・載都協

致合会
Ｌにの
まよ役
すリ買
。次名

　号に
　＾つ

副会　　理
　西　　西
会桂事桂　町　　町
長長栄長織
　養　物前小改古協
　善　同田林推屋組
　進　　合
美満協古
代　議
子枝会志

　副会’
　　西
〃会　様
　　町　長長商
　　工
相三小会

沢枝山

孝新恵

七治光

　副会
　　保
〃会　育
　　所
　長長保
　　謹
渡滝渡者
　　会
辺□辺

ふ幸清
じ

代雄治

　副会中
　　学

１１ 会　校
　　Ｐ
　展長Ｔ
　　Ａ高重漉

尾田辺

嘉和規

一一矩

　萬１」会

　　小
〃会　学
　　校
　長長Ｐ
　　Ｔ
渡郷柏Ａ

辺田木

義業

勝精茂

副会

　西会　桂
　町長長自
　衛郷田隊
　父田村兄
　会米

一寿

副会

会

長長

田滝

辺口

　好

保文



５３ ・５月号桂西叡広〕７‘

句Ｆ侶投町
’’

小
鼓
の
　
緒
を
し
め
ら
す
も
　
初
仕
舞

瞑
想
の
山
　
身
ヒ
ろ
が
ず
　
初
謡
ひ

未
知
の
日
に
　
胸
張
っ
て
向
く
　
初
暦

余
震
な
お
　
成
人
の
空
■
つ
つ
抜
け
に

解
禁
の
　
淀
み
明
る
き
　
猫
柳

　
　
　
＾
中
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
乱
帥
＾
ち

風
花
や
　
深
山
に
た
ど
る
　
獣
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盆
也

我
が
里
は
　
山
影
と
な
り
　
冬
茜

寒
日
和
　
猫
が
見
つ
け
た
　
陽
の
ぬ
く
み

　
＝
舌

父
舵
る
　
元
旦
の
梅
咲
き
に
け
リ

腕
損
い
　
表
紙
の
厚
き
　
俳
句
帖

呑
平
に
　
徳
利
ふ
さ
ぎ
　
松
の
内

正
月
は
　
静
か
に
暮
れ
て
　
歩
み
去
る

眼
を
病
み
て
　
初
仕
事
な
き
．
古
時
計

葉
ぽ
た
ん
の
　
渦
巻
き
上
げ
て
　
初
日
か
な

陽
だ
ま
リ
に
　
碗
豆
の
芽
ぱ
え
　
寒
明
け
る

我
を
待
つ
　
母
す
こ
や
か
に
　
松
飾
り

円
高
も
　
今
目
を
限
り
と
　
ど
ん
ど
焼
き

哲
学
を
　
胸
に
二
十
才
の
　
門
出
で
ぬ

帰
る
先
　
異
る
娘
等
に
　
三
日
過
ぎ

葉
ぽ
た
ん
の
　
渦
に
苦
難
の
　
若
き
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
呵

娘
等
　
帰
る
嫁
を
待
つ
母
　
な
づ
な
粥

門
松
や
　
遣
彫
離
れ
ぬ
　
若
き
笑
み

　
　
　
　
　
　
　
↓
１
曲

手
作
り
に
　
今
日
も
清
し
注
連
飾
り

初
買
い
や
　
六
十
路
の
習
い
　
歳
時
の
記

雪
明
り
　
　
　
　
　
　
シ
ク
ラ
メ
ン

正
月
や
　
孫
十
人
の
　
中
に
居
て

木
枯
し
や
　
体
の
中
を
　
吹
き
ぬ
け
て

不
景
気
に
　
織
機
止
ま
り
て
鬼
は
外

堀堀
内内

春春
子子

〃 ’’　〃

前
田

’飛

泉

’’　〃　〃

郷
田

静
波

横
田
由
幾
子

小
林
　
傑
子

渡
辺
あ
や
子

高
尾
ひ
ろ
子

石
田
よ
し
ゑ

滝
口
　
静
枝

新
田
多
恵
子

爾
畿
け
雛
顯
膏
せ
て
一

次
回
題
名
は
『
当
章
姓
風
」
　
一
人
五
句
以
内
で
す

締
切
り
は
六
月
二
十
日
ま
で
で
す
。

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
オ
ー
プ
ン
！

　
　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
竣
工
式
が
、
去
る
四
月
二
十
二
目
、
山
梨
県
知
事
を
は

　
じ
め
、
近
隣
の
市
長
村
長
、
県
の
関
係
職
員
及
ぴ
町
内
の
方
々
約
一
三
〇

人
が
参
列
さ
れ
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
女
化
祭
開
伯

　
西
桂
町
の
「
桂
］
ミ
ュ
一
一
テ
ィ
」

計
画
も
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
完
成
に
よ

リ
、
ほ
ぽ
完
了
い
た
Ｌ
ま
Ｌ
た
，

　
そ
こ
で
、
去
る
四
月
二
十
三
、
四

目
の
両
目
に
わ
た
り
西
桂
町
文
化
協

会
主
催
の
「
町
民
文
化
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
花
を
添
え
ま
Ｌ
た
。

　
文
化
祭
第
一
目
目
に
は
、
合
唱
・

詩
吟
・
謡
曲
部
の
合
同
発
表
会
、
囲

碁
大
会
及
ぴ
教
室
、
茶
道
、
俳
句
部

運
座
、
華
道
・
書
道
・
郷
土
研
究
部

の
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
回

二
日
目
に
は
、
お
年
寄
り
の
待
ち
か

わ
た
お
風
呂
へ
も
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

催
し
物
と
し
て
は
、
午
後
か
ら
舞
踊

部
の
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
年
寄
達
も
風
呂
へ
入
っ
た
り
、
華

饅
な
踊
リ
絵
巻
に
見
入
リ
感
激
の
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
出

あ
リ
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
用
備
品
を
ご

寄
附
く
だ
．
さ
れ
た
方
々
で
す
。

○
ユ
テ
一
ジ
幕
一
式

　
　
三
ツ
峠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

○
油
絵
　
　
柿
園
寿
ク
ラ
プ

○
チ
ャ
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー

　
　
　
　
　
山
梨
健
康
旅
行
会

○
油
　
絵
　
　
　
平
井
　
弘
平

○
健
康
機
自
転
車
こ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
梶
原
儀
次

０
７
７
ミ
リ
ー
あ
ん
ま
機
＾
ニ
ム
ロ
〕

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
貞
寿

　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
照
三

〇
掛
　
軸
　
二
巾

　
　
西
桂
町
寿
ク
ラ
プ
役
員
一
同

○
日
本
画
　
　
　
　
上
小
沢
律
子

○
寝
台
あ
ん
ま
機

　
　
　
　
　
西
桂
町
寿
ク
ラ
プ

行
聰
す
る

■
　
赤

十
　
字

　
昭
和
五
十
一
一
一
年
度
の
目
赤
の
社
員

募
集
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
畠

日
赤
奉
仕
団
の
方
が
五
月
三
十
日
ま

で
の
問
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で

日
赤
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
社

員
寡
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
．
す
由

ｃとて＝’ もラ已兄で

　　　　　カがあ；よ

「ビポ＿ピポー」 止まって下

「ヨイショ」 　や一い 止まｉ

止ま‘た 、俄力持ち ｒ＝’しょう



〕８（５３ ・５月号報広

善
　
意

○
柿
園
の
渋
谷
嘉
蔵
さ
ん
が
、
福
祉

ま
し
た
目
ま
た
、
渋
谷
さ
ん
は
、
　
一

人
暮
し
の
寝
た
き
１
］
老
人
の
た
め
の

愛
の
ペ
ル
設
置
協
力
者
で
す
、

子
供
の
遊
具
を
設
置

　
　
＾
赤
い
羽
根
共
同
募
金
）

　
昭
和
舶
年
度
共
同
募
金
の
配
分
金

に
よ
リ
、
今
年
は
上
町
の
浅
間
神
社

境
内
に
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

一
保
健
衛
生
だ
よ
り
　
一

予
防
接
種
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与

　
　
　
　
　
　
　
５
月
釧
日
役
場

対
象
　
駆
、
２
，
１
１
蘭
、
１
、
釧

日
本
脳
炎
　
　
　
６
月
７
日
役
場

　
　
　
　
　
　
　
６
月
ｍ
日
役
場

対
象
　
保
育
所
児
童

◎
成
人
＾
予
防

　
子
富
が
ん
検
診

◎
母
親
学
紐

◎
眺
児
検
修

５
月
９
日
役
場

５
月
螂
日
役
場

５
月
鵬
日
役
場

５
月
２
６
日
役
場

６
月
鵬
日
役
場

対
象
５
２
年
７
８
”
月
舶
年
１
３
４
月

◎
一
一
一
才
児
む
広
診
査
５
月
１
５
日
役
場

対
象
　
榊
、
５
－
５
０
，
２

◎
不
用
犬
、
．
猫
の
収
＾
目

　
　
　
　
　
　
　
５
月
９
日
役
場

　
　
　
　
　
　
　
６
月
Ｂ
日
役
場

　
午
後
２
時
迄
に
役
場
前

◎
蚊
と
　
『
ほ
・
冗
Ｌ
　
の
－
斉
ユ
除

　
６
月
蝸
日
－
６
月
３
０
日

ご
み
収
集
の
お
願
い

可
燃
物
　
毎
週
月

木
曜
日

　
不
鵬
蜴
　
毎
週
水
曜
日

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
時
間
を
注

意
Ｌ
て
、
早
過
ぎ
た
り
遅
く
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
う
目

身
近
な
話
題
が

、し

つ
ま‘

、し

「
む
か
し
話
と
西
桂
」
が
発
刊
に
な
リ
ま
し
た

　
西
桂
町
に
ま
つ
わ
る
む
か
し
話
を

二
十
話
ま
と
め
ま
し
た
目

　
体
裁
は
、
Ｂ
６
版
で
百
四
十
四
頁

の
手
軽
な
本
で
す
由

　
表
紙
は
「
戦
争
と
西
椌
」
と
同
じ

も
の
で
、
　
「
西
桂
町
文
化
財
シ
リ
ー

、
ス
第
五
号
」
と
し
て
発
行
の
運
ぴ
に

な
っ
た
も
の
で
す
土

　
値
段
は
、
西
桂
町
の
人
に
は
、
半

額
の
六
百
円
で
す
、
役
場
の
窓
□
と

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
事
務
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
、
限
定
出
版
で
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
早
め
に
お
買
い
求
め
下

さ
い
。

　
内
容
＾
目
次
〕
の
紹
介

第
一
話
　
永
興
寺
の
住
職
代
官
の
要

求
を
け
る

　
　
　
　
言
　
　
　
　
廿
言

第
二
話
　
南
蔓
郡
西
葛
町

第
三
話
　
都
留
郡
と
郡
内

第
四
話
　
甲
斐
絹
は
海
気

第
五
話
　
天
保
大
飢
瞳
と
西
桂

　
　
　
拍
吐
い

第
六
話
　
思
川
の
咽
び
泣
き

　
　
　
血
な
　
　
　
　
二
由
止

第
七
話
　
哀
Ｌ
き
誼
満
長
者

第
八
話
　
と
よ
女
と
ク
モ
イ
コ
ザ
ク

　
　
　
一
フ

　
　
　
　
乱
と
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
ユ
い
　
■
『
乱

第
九
話
　
本
細
明
神
と
載
運
寺

第
十
話
　
渡
辺
七
兵
大
坂
の
陣
へ
従

軍第
十
一
話
　
渡
辺
郷
左
衛
門
信
玄
公

か
ら
表
彰
さ
れ
る

第
十
二
話
　
甲
斐
国
志
の
西
桂

第
十
三
話
　
倉
見
と
柿
園
の
火
投
げ

祭
り

第
十
四
話
　
小
沼
村
下
組
の
芝
居
騒

動　
　
　
　
　
１
」
亡
…

第
十
五
話
　
乞
食
の
た
め
に
引
越
し

た
お
地
蔵
さ
ま

第
十
六
話
　
ゆ
か
い
な
お
墓

　
　
　
　
｛
・
「
把
－
　
　
　
　
　
　
　
ｕ
～
畠
ｔ
モ
．
一
」

第
十
七
話
　
空
胎
上
人
と
人
穴
双
紙

第
十
八
話
　
河
口
湖
の
水
を
桂
川
へ

落
さ
な
い
で

第
十
九
話
　
郡
内
農
民
の
勝
利
、
織

物
運
と
仕
法
替
之
一
件

第
二
十
話
　
桂
村
時
代

　
誰
で
も
読
め
て
、
昔
の
こ
と
で
す

が
誰
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
編
集

壱
れ
て
い
ま
す
。

　
む
か
し
の
わ
が
町
に
、

　
　
「
へ
－
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
か
一

と
思
わ
れ
る
個
所
が
必
ず
あ
る
は

ず
で
す
，

割
露
一

お
め
で
た
＾
出
生
）

倉
見

　
田
村
　
将
臣

　
川
村
　
清
寿

柿
園

　
滝
口
　
稚
子

　
岩
田
　
　
賢

　
関
戸
　
昭
夫

　
山
本
　
正
憲

上
町

　
小
野
田
尚
徳

谷小滝石幡
内野□田野

正昌邦琢道
美司明人雄

茂光富三
　　士
之夫夫郎

長長長長
男男男女

晋栄豊鶉伴亀
喜
　
長
男

蔵
　
三
男

一
　
長
男

司
　
長
男

次
　
四
男

三
　
長
女

　
渡
辺

　
小
林

下
暮
地

　
前
田

直公
人秀

直
人

　
遼

春
　
美

明

お
く
や
み
＾
死
亡
）

倉
見

　
新
田

上
町

　
小
野

　
小
林

一
　
在

一
現

．
　
目

■
　
　
　
１

“
　
月

“
　
　
５

一
年

一
鴉

一
　
和

一
　
昭

盛
蔵

直昌
人司

西椌町の

人口と世帯藪

長長
男男

長
男

＾
届
出
人
一

新
田
　
ゑ
ツ

小
野
　
栄
次

小
林
　
春
美

　
人
人
　
帯

人　
ヨ
９
　
世

２
　
７
４
　
　
　
４

２
　
ｏ
ｏ
ｏ
　
　
　
ｌ

ｏ
４
１
２
９
一

　
男
女
　
数

□
　
　
帯
．

　
　
　
　
世
一

．
け
　
　
－
－
１
一


